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要 旨   

小数という学習において、子どもたちが分かる菩びを感じるための「効果的な算数的活働の導  

入」について考えることができた。／ト数だけでなく他の単元においても、同株にして軒数的活動  

をⅠ射）入れてみたい。さらに、他の教科も、作業的な活動や人との関わりなどを通して子どもの  

発想や思いに触れ、分かる喜びを感じるといった応用ができないか、来年度以降の課題としてい  

きたい。  

1．主題について   

私は初任のとき指導教諭から算数の指導法  

として様々な算数的清動を取り入れることの  

大切さを教わった。しかし、ただ捕■動をさせ  

ればよいのではなく、算数的清勅のき琵人にお  

いていくつかおさえておかなければならない  

要点があるという難しさも同時に知った。そ  

こで、算数的情動のメリットを最大限に吐か  

しデメリットをJI之小隈にする効果的な導入と  

いう、この．‥j二抵を設定した。  

2．研究の目的   

イ・どもが分かる「一子びを感じるために、朋：数  

的情動をどのようにして取り入れれば効果的  

なのかを明らかにしていく。  

3．研究の仮説  

（1）埠元の要点や子どもの分かる喜びを得  

られる週群をふまえた上で、必要な算数的活  

動を選び、緒潔指十両を立てれば、子どもは分  

かる喜びを感じることができるだろう。  

（2）算数的満潮用のワークシートを工夫し  

て作成すれば、畔”ij確保と段隅をふんで共休  

から紬象化することに配踵ができ、子どもは  

分かる：rlFびを感じることができるだろう。  

（3）節数的浦側により・‾fどもが気醗に発▼iて  

したり友達とl某ーわったりする場を設定すれば、  

イ・どもは憑欲的にノア‥び介い、l二l分の可能件を   
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Ⅲ．報；l「  

リlき＝し、分かる錆びを感じることができる  

だろう。  

4．研究の実際（小学中年生 ′ト敬）  

（1）指草計画を立てる。〈7時lぎー】〉   

小数がどんな数かを一一本の道筋にしてわか  

るようにしたいと思い、教科書の流れを少し  

入れ換えて計両した。  

第1畔 小数の意味（D（所動1）  

1gますで測完三したはしたの部分を、  

′ト数を用いて表せることを知る。  

第2時 ′ト数の意味②  

小数点の用語と意味、′ト数の表し方、  

読み方・香き方を群解する。  

節3時 小数のしくみ（D（所動2）  

位取りを意識しながら小数を表し、  

十進数であることを知る。  

節4時 小数のしくみ（∋（活動3）  

′ト数は連続していることを知り、小  

数の大小関係について考える。  

節5時 小数のたし節とひき算①  

′ト数の加法は、0．1を単位として考  

えると整数と同じように計算ができ  

ることを群解する。  

節6時 ′ト数のたし節とひき算⑦  

′ト数の減法も、小数の加法と同様に  

考えられることを珊解する。  

第7時 まとめ  

指導計画を立てる前には、算数的活動につ  

いてのアンケートを行った。結論としては、  

作業などの外的所動があると、ほとんどが  

「とてもうれしい」、「うれしい」と思ってい  

ることだ。課題は、F‘1分が調べて分かったこ  

とをクラスのみんなの前で発表するのが「あ  

まり好きではない」イーどもが多いことである。  

しかし、友達の意兄を捌いてなるほどと「よ  

く思う」十どもは人・、仁であることから、活発  

に意兄を交わす場を設定したい。そこで、′ト  

グループのi‡■†し介い拾動が、イーどもの良い意  

兄をとらえることができる大きな役目を果た  

すと思われる。よって、節数的清動を主とし  

た学習の流れは、節数的溝動から′トグループ  

で話し合いを十分に行い、最後に全体でよい  

定見を引き上げて確認できるようにした。  

では、どんな内苓の算数的活動を取り入れ  

ればよいのか。′ト故についての事前アンケー  

ト結果より、ほとんどの子どもが′卜数につい  

て「わからない」か「′トさな数だと思う」と  

答えていた。これより、′ト数が「はんばを表  

す数」「十進数」「連続している数」と新たに  

発見できる作業■体験活動を3つ計画した。  

①′ト数は、「はんばを表す数」であることを   

おさえる作業・体験活動  

【活動1】1リットル升を使って、水筒  

の王様を決めよう！  

・水筒（もしくは、水の入れ物）の中身  

を「1リットル升」だけで茄り、一価入  

れられる量が多い水筒をもった人を王様  

にする。   

この所動は、水筒の中の水のかさを「リッ  

トル」の単位だけを使って比べていく所動で  

ある。まずグループごとに王様候補を一人決  

め、最後にクラスで王様を決める。水筒の入  

る右て：にそれほど差がないので、子どもたちは  

王様を決めるのだからと少しでも正確に掃っ  

て比べようとする。はんばな数も「1リット  

ルの半分」「1リットルより少ない」「1リッ  

トルとちょっと」と詳しく表すが、比較する  

ときにばっと比て分からない大変さに気付く  

だろう。そこで、どうにか数字で表すことが  

できないかと考えることで十等分した位「小  

数（第＝イ、ウニ）」を考え目していくようにする。  

②小数は、「卜進数」であることをおさえる   

作業・休験溝動  

い．†動2】小数箱を作ろうl  

・ノノ■眼目紙を仕って、1リットル什と川  

じ大きさの箱と、1リットルを十等分し   
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子どもがわかる貴びを感じる「効果的な算数的活動の導入」について考える－4年生小数編－  

た升（0．1リットル升）と同じ大きさの  

称を作る。  ll句巧日（アド） 悪霊，？．雲禁思す葡（碑粗）  
でけか▼て．くヰ′ヾせL言う・  

／l   

この前動を辿して、0．1が1を十等分したも  

のであることや、0．1が十憫集まったらどう  

なるかということを、だれもがRで見てわか  

るようにする。  

（参小数は、「連続している数」であることを   

おさえる作業・体験所動  

【活動3】小数の紙テープを作ろう！  

・メスシリンダーに0．1リットルずつ色  

水を入れ、紙テープに0．1、0．2…と目も  

りを打っていく。  

例〈活動1〉はんばな王を詳しく言葉で表すワークシート  

る。   

数環：についての感党を引き亡し＝ノたり、具体  

物を抽象化して考えさせたりすることが大切  

と考えた。  

（3）算数的活動による子どもが気軒に発言   

したり友達と問わったりする場の設定   

実際の授業では、個別に指導・支援を行い  

ながら、個々の子どもの発言をとらえてうま  

く次の展開につなげるようにした。   

「水間の王様を決めよう」の場而では、は  

んばな数の表し方をあれこれと考える子ども  

たちの姿があった。「～より多い」「、より少  

ない」「～とちょっと」「ほぼ、」「、のご持分」な  

どの数の感覚は、何気なく日常で伐っている  

のだということが見ていてわかる。しかし、  

丁どもたちは「あれれ？これはなんて言って  

表せばいいの？」と悩んでいる様子だった。  

生清では曖昧に仕っている部分があるので難  

しく思えたようだ。きちんとした表現として  

仕えているかをグループごとに比てl■i】り指草  

にごIlたった。特に敬Fl【：の感党がすばらしく黒  

かと思ってほめた表現は、「、の一半分の半分   

この清和は、数を0．1の何個分かを見たり、  

連続している  

数を「数直線」  
′
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、で考えられる  

ようにしたり  

するための活  

動である。他  

のクラスの先  

行授業の様子  

‾ 

‘丁韻  
ところ、子ど  

もは数を0．1の何個分と比ることが難しいよ  

うだった。また、「教師線」で考えると途端  

にわからなくなる・ナどもも数人‖たという。  

そこでこの清動を通して、0．1が柿み禿なっ  

て数ができることを発見できるようにする。  

致の運航枠を体感した後、祇テープの0のガ  

を六二手で打って【眺めてみれば、数i17線になる  

ことを作験させる。  

（2）算数竹浦軌川のワークシートを作成す  
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Ⅶ．報 告  

より少ない」という■言葉を使った表し方であ  

る。   

クラスの王様は案外簡埠に決めることがで  

きた。それは「じょうろ」の人れ物を弄‡：った  

－■rが一人いて、それは他の「水筒」や「コッ  

プ」より多く入れられるのが明らかだったか  

らである。しかし、2番月の王様に注目した  

子がこう発言した。「r2リットルちょうど』  

と F2リットルぴったり』が2番目の王様だ。  

【活動2】 小数の荊作り  

・l対二†二のようにして学習できて楽しかった。  

☆小数の仕糾みがよくわかった。  

☆′ト数の位がよくわかった。  

・小数のことをもっと勉強していきたい。  

【活動3】 小数のテープ作り  

・いろいろなことをやって、小数のことが   

さらによくわかった。  

☆小数は0．1の何個分かがわかりやすかっ   

た。  

☆′ト数の大小がわかった。   

でも、言葉が遇  

うと同じという  

感じがしないな  

あ。」クラスの  

みんなも同意見  

のようだ。そこ  

で、わたしが  

「どうすればい  

いんだろうね。」  

と聞くと、「数  

で表したい。」  

7レィう勺ご雄  

イ．効果的な算数的活動の導入   

仮説（1）より、子どもが分かる喜びを感  

じるためには、算数的活動で「新しい発見に  

出会えるかどうか」が禿要になることを確信  

した。そして、「外的な活動は誰もが意欲的  

に取り租む」ことができ、「内的な活動は′ト  

グループ■甲佐で行うようにすれば効果が得ら  

れる」ということがわかった。また、この研  

究を通して、「授業の前半を内的な活動にし  

て、後半に外的な活動を取り入れる」など、  

子どもの集中力が途切れない多様な流れを考  

えるとよいことに気づいた。例えば、荊作り  

を完成させるには個人差があった。それなら、  

授業の後半に荊作りの活動を行い、その次の  

時間に完成した箱を使って課題に取り糾むと  

いう流れの方がよい。   

仮説（2）より、「ワークシートが時間の確  

保につながり抽象化するときに使いやすい」  

のは明らかだった。それ以上に、「算数的活  

動にはその活動の豊岡に合うワークシートが  

あると有効」ということをわかったのが人き  

い成果だ。特に、活動1のワークシートは、  

はんばをいろいろな‾H葉で衣すことに興味を  

もたせ、数量の感党を豊かにすることができ  

たという達成感を得られた。   

仮説（3）よi）、「一j㌧どもたちは冥蝉に発▲iて   

l  

と子どもたちが口をそろえて言った。そこか  

ら、数仰化に話をもっていき、次の時間には  

小数の表し方があることをおさえていった。  

子どもたちが主体的に学習していく、押想の  

形になったと思われる。  

4．研究の成果と課題  

（1）成 果   

ア．子どもたちが実際に感じた分かる喜び  

ふり返りカードより  

☆＝意図した子どもの意見  

・＝子どもからの新しい発見  

【活動1】 水筒の王様  

・むずかしかったけど、いろいろな7子葉が   

合っておもしろかった。  

・水音寺のなかに人るかさの；－とりノノがわかっ   

た。  

☆小数がはんばを表す放ということがわかっ   

た。  
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子どもがわかる苦びを感じる「効果的な井数的活動の華人」について考える－4年生′ト敷編－  

したり友達と関わったi）する  

ことで主体的に学び、算数の  

おもしろさ・楽しさを感じる  

ことができる。」ということ  

がわかった。算数に関心が汚  

い子どもにも学習意欲をもた  

せることができ、子どもの発  

想力の壊さを感じることがで  

きる「教師側の授業のおもし  

F‾ ■  ②小数の紙テープから数   

りミーー  市線にするワークシート  

の作成  

5．ぁわりに  

〔．了＿¶  小数という学習において、子どもたちが分  

かる詫びを感じるための「効果的な算数的所  

動の導入」について考えることができた。小  

数だけでなく他の単元においても、同株にし  

て節数的溝動を取り入れてみたい。さらに、  

他の教科も、作業的な活動や人との関わりな  

どを通して子どもの発想や思いに触れ、分か  

る弄びを感じさせるといった応用ができない  

か、来年度以降の課題としていきたい。  

ろさ」も衣葉一体している。  

そして、その子どもの発想や  

思いに柔軟に対応できる教師を、これからも  

廿指していきたい。  

（2）課 題   

①小数の耗テープの見直し  
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